
22 - 7
24 - 11
30 - 6

Ｃ 28 - 13
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 1 5 2 2 0 4 1 5 1 2 0 0
2 0 1 1 3 6 4 7 1 3 4 7 0 6 1 0
3 0 1 1 2 2 0 0 0 0 2 2 2 3 4 0
12 * 0 0 5 7 2 5 0 1 1 2 3 1 0 0
14 0 1 1 1 4 1 3 0 1 2 3 2 2 3 0
15 0 0 0 3 6 0 0 1 2 3 5 2 0 3 0
16 0 0 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
25 * 0 1 2 4 1 1 2 1 0 1 3 0 0 0
45 * 3 3 1 2 1 1 0 0 2 2 1 0 1 1
49 0 2 2 2 3 0 0 0 0 5 5 0 2 2 0
51 0 0 0 1 2 0 0 0 2 2 4 1 1 5 0
75 0 0 1 6 11 0 0 0 2 4 6 0 2 1 0
76 0 0 0 0 4 0 0 1 1 2 3 2 0 0 0
78 0 0 1 4 6 1 1 1 0 1 1 1 2 2 0
88 * 0 1 0 0 4 4 1 0 1 1 0 1 1 0

0 0 0 0 0
8 15 32 63 16 24 7 17 30 47 18 22 23 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
6 0 2 4 0 0 0 0 2 0 1 1 3 1 0 0
7 * 0 0 2 4 0 0 3 1 2 3 4 2 0 0
9 * 1 2 1 3 1 4 2 1 2 3 6 1 0 0
12 0 0 1 0 0 0 0 3 0 2 2 0 0 1 0
13 * 0 3 1 2 0 0 0 0 9 9 3 2 1 0
16 * 0 2 2 7 0 0 1 0 1 1 4 1 3 0
19 0 3 9 0 1 0 0 2 1 3 4 2 0 2 0
20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
23 * 0 4 1 7 0 0 4 0 1 1 2 0 3 0
75 0 0 3 2 3 0 0 3 1 1 2 5 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
6 28 9 27 1 4 20 4 23 27 31 7 11 0

Team / Coach: 山下 新樹 -
合　　　計 37
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200

梅田 賢樹

中村 公亮 4 28

23
藤澤 亮輔 0

濱田 直希

6

2 26

安部 拓眞 9 18
分田 冬也 0 2
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伊藤 康貴 0 3
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根来 和希 2

田渕 凌 6
大道 滉生 4
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熊懐 亮 6 13
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神戸学院大学
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Team / Coach: 露口 亮太
合　　　計 104

花田 英次 4

200
RATE 53.3% 50.8% 66.7%

吉田 涼太 9
9

金 ミンジェ 12 14

石原 力也 6 15
中村 謙太

13

瀧山 裕貴 10 15

後藤 匡雄 2 2
松田 大樹 5 14

15
伊東 瞬 12 15

大町 佑介 0 10

6 14

永井 翔大 7 17

宮本 航 2

伊藤 貴信 13 21

玉井 和尭 12 14
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福原 康司 4 12
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0 勝チーム

試 合 日 2016.10.24
大阪産業大学開始時間 19:00

会　　場 伊加賀スポーツセンター

2016年度関西学生バスケットボール チャレンジマッチ

大阪産業大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
試合ＮＯ 704

104 37

敗チーム

神戸学院大学

男子

戦評
【総括】
全日本大学バスケットボール選手権大会の最後の出場権をかけたチャレンジマッチ1試合目は、2部リーグを1位
通過した大阪産業大学と、同じく3部リーグを1位通過した神戸学院大学との試合となった。前半、無得点の時間
帯が長くあった両チームだが、大産大は高さと速いパス回しで点差を広げていく。神院大は#19安部の3Pシュート
での連続得点などで追いすがる。しかし後半戦、圧倒的な攻撃力で得点を重ねていく大産大が終始試合の主導
権を握り、104－37で勝利し全日本大学バスケットボール選手権大会へと王手をかけた。

【第1ピリオド】
第1ピリオドは大産大#45金の3Pシュートで幕を開けた。先取点をもぎ取った大産大は#12玉井のポストプレイや#0
福原のリバウンドショットなど、高さを活かして得点を重ねていく。大産大にリードされた神院大は小柄ながら#16中
村の鋭いドライブで大産大ディフェンスをかき回し、#9田渕が3Pシュートを沈めて追撃を始める。4分近く無得点状
態が続くが、神院大#16中村がディフェンスを置き去りにするドライブを見せ、会場を沸かせた。その後、両チーム
中々得点が入らないものの、大産大#25松田のバスケットカウントや#12玉井がフリースローをもらうなど、確実に得
点を重ねていき22－7で大産大リードで第1ピリオド終了。

【第2ピリオド】
第2ピリオド開始2分、大産大はセンター陣の高さを活かして、対する神院大はガード陣がその高いディフェンスを
かいくぐって攻撃を仕掛けていくものの、中々ネットを揺らすことはない。しかし大産大#45金がその流れを断ち
切って連続6得点を決め、圧倒的存在感を見せつける。一時は20点のリードを許してしまった神院大だが、#19安
部が3Pシュートを2本連続で沈めて反撃の兆しを見せる。しかし一度爆発した大産大の猛攻は止まらず、46－18
で大産大リードのまま試合を折り返す。

【第3ピリオド】
第3ピリオド、リードされている神院大はドライブで切り込み、外からシュートを打つなど果敢に攻めていくものの、大
産大の堅いディフェンスが得点を許さずにじわじわと点差が広がっていく。大産大#14石原の3Pシュートが決まり、
39点の差が開いたところでたまらず神院大タイムアウト。流れを変え点差を縮めたい神院大だが、大産大の爆発
的な攻撃力は留まることを知らず、76－24と大産大リードで最終ピリオドを迎える。

【第4ピリオド】
第4ピリオド、神院大#6熊懐の3Pシュート、#13根来のドライブが決まりチームを勢いづける。更には#7大道がゴー
ル下できっちりと仕事をこなし、得点を重ねる。対する大産大は落ち着いた試合運びを見せ、攻撃の手を緩める事
なく堅実なディフェンスからの速攻を中心に足を使ったプレーで試合を決めにかかる。最後まで諦めずに戦った
神院大だが、爆発的攻撃力を見せた大産大を止める事はできず、104－37で大産大が勝利を収めた。

主審

関西学生バスケットボール連盟

川内 菜津美(関西学連)戦評塚本 圭右 副審 田中 智也


